
 次の文章には、子どもの頃から徐々に視力が弱くなり、中途失明にいたった

木下さんの経験が紹介されています。下線部にあるように、どうして友達と友

達の関係が「善意が壁になって成立しなく」なってしまったのでしょうか？こ

こでの「善意」がどのようなものであったか、また、なぜこのような「善意」を

もって接するようになるのかあなたの考えを述べなさい（600 字以内）。

小学生の頃、木下さんは目の手術をして半年くらい学校を離れていました。そ

の後学校に復帰しましたが、しばらくは弱視学級という別室でマンツーマンの

授業を受けていました。

でもあるとき、音楽や給食の時間は、それまで通っていた通常のクラスに帰ろ

うということになったそうです。それで、それまで一番仲のよかった友達が、弱

視学級の教室に迎えに来てくれることになりました。もとのクラスに自然に戻

れるようにという先生の配慮だったのでしょう。

ところがこのことが、小学生の木下さんに 初のショックを与える結果になっ

てしまいました。「親友が来てくれたんだけど、『よお！』みたいな和気あいあい

とした雰囲気にならなくて、『はい、じゃあ行きましょうか』というような事務

的な感じで、何もしゃべらず移動していったんですね。何これ、ぜんぜん楽しく

ないじゃんって（笑）」。その後も友達とは以前のような関係に戻れず、クラス替

えでますます距離は遠のくばかり。「仲のよい友達を奪われた」という感じだっ

たと言います。

推測するに、弱視学級の教室に迎えに来てくれた親友は、悪意からよそよそし

くしたのではないと思います。むしろ、その反対に善意があったのではないでし

ょうか。木下くんは目の手術をしたのだ、つまずいたり転んだりしないように気

をつけなければいけない、危ないものがあったら教えなければいけない、と緊張

していたのではないでしょうか。

私も同じ立場に立たされたら、きっとそのように接していたと思います。でも、

このような意味で「大事にする」のは、友達と友達の関係ではありません。から

かったり、けしかけたり、ときには突き飛ばしたり、小学生の男子同士なら自然

にやりあうようなことが、善意が壁になって成立しなくなってしまった。「だん

だん見えなくなってくると、みんながぼくのことを大事に扱うようになって、よ

そよそしい感じになって、とてもショックでした」。

（伊藤亜紗『目の見えない人は世界をどう見ているか』、光文社、2015 年）
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